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●ね鷹瀬鋼いIIものづくり科」を教育課程に位置づけ、

指定な麹けCI綺日立安方申学校、蒲日中学校との3校連携のもと進められた。

レベル3(小学校5～6年生 )

レЧ曖|(小学校3～4年生)

明日へ渡れ !新矢回の渡プロジエクト
～地域を生かした舟づくりを中心に～

世界に一つだけのランプシエードを

つくろう

児童の91%は『ものづくり科Jが好きと回薔

じめろ椋術教育
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世界の多くの国では

小学校から普通教育

としての技術教育が

実施されています。

必要と感じ1鋤 徴鸞鑢餞から擦総

頭と手を使つて創造・工夫する力を養う

カムの機構学習 (小5)

ベル ト車やモーターなどを使つて観覧車

を設計し製作する学習 (小4)

ものづくり創造立国を支える
確かな学力の一つである

「創造・工夫する力」の育成が不足して,ヽま九

情熱を注いでやつてみたい夢 (希望)がある
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57万3500        学部志願者の推移
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大学工学部 志望者 10年で半減 |■■
(毎日新聞ネーツトニユ■ス11■|■|

(英国:デザイン&テクノロジー)

日本産業技術教育学会:httpttmwsoc.nii.ac.jpttster



科学教育への発展

企画・アイデア立案

…

製作 (実践 )

完成・評価

芸術教育への発展

仲間との協調

*巧緻性 :

巧みに細部まで
よくできること

ものづくりの企画 ロアイデア立案・構想設計 口製作の中で必要
とされる工夫・創造力で、プロジェクトで仲間と協調し自己を
生かしながら、自分たちの工夫・創造を表現・発信・交流して

くヽ 成,て

"夕

。          日本産業技術教育学会「今、世界の技術教育は?」 より

なぜ、小学生
から育成する

・4～ 10議の発達段階に多様な経験に
基づいた脳を形成することが重要

・9～ 11歳を超えると緻密に手や体を動かす
巧撤性の発達が停滞してしまう!

口ものづくりへの意欲が高い9～ 11歳の
段階から始めることが効果的

・幼いころにものづくりの経験の少ない
子どもは働く関心が低くなる
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脳の発違のプロセスと年齢との関係 (時実 1977)
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道具使用の上違度と年齢との関係 (輌田ら 1999)
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意欲を示す劇含と年齢との関係 (土井 2007)
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働く人への関心度と年齢との関係 (土井 2007)


